
よりそい、見つめ合います
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V o l . 3 0 2

ジャッホー 4

■笑味ちゃんのエーコープマーク品活用術
　甘酒まんじゅう
　かりんとドーナッツ
■スマイルＪＡ女性会　新役員紹介
■家庭菜園便利帖　キュウリ
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家族みんなの健康を考える
おはよう元気！ 朝食ルーティン

第25回フォトコンテスト入賞作品 「憩う」　池田 敦子さん（佐久市）

Ⓒみんなのよい食プロジェクト



3 JAHOO
2025-4 2JAHOO

2025-4

●朝食におすすめ! !  望月高原ヨーグルト
　デラックスセット　4,020円（税込）

■お問い合わせ
　しらかばアイス・ヨーグルト工場
　TEL 0267ー54ー2075

特 集

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
：
岡
村
麻
純

イ
ラ
ス
ト
：
吉
田
静
佳

■資料：ＪＡ広報通信
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初心者からベテランまで

新役員体制で活動スタート

家庭菜園教室

女性会通常総会

　当ＪＡは組合員や地域住民を対象にした家庭菜園教室を開
講しました。定年退職後に家庭菜園を始めた人など、初心者
からベテランまで４０人が受講。３月から１１月まで全９回
で、土づくりから作付け計画、栽培管理、病害虫対策など季
節に合わせて作物ごとの作業を学びます。３月４日、本所で
開いた教室では、土づくりのポイントや肥料の種類と特徴な
どを説明したほか、タマネギやジャガイモ、アスパラガス、
ニンニクなどの栽培方法を学びました。

　当ＪＡ女性会は３月１１日、佐久平交流センターで第１８回通
常総会を開き、委任状出席２人を含む５３人が出席。令和６年度
活動報告や令和７年度事業計画、役員改選など３議案を原案通り
承認しました。今年度は「『あい♡』からはじまる 元気な地域を 
みんなの力で」を基本方針に、フレッシュミズ部会の支援や食農
教育を通じた仲間づくり、女性組合員加入運動に取り組みます。
新会長の井出千恵子さんは「心を一つに女性会を大きくしていこ
う」とあいさつしました。
　新役員は、７ページのスマイルＪＡ女性会をご覧ください。

Sakuasama Topics

浜松できのこをＰＲ
ＪＡ佐久浅間産きのこフェア

3議案を承認した総会

好評だったきのこフェア

　当ＪＡきのこ専門委員会は２月２２日、静岡県のＪＡとぴあ
浜松ファーマーズマーケットの３店舗で、ＪＡ佐久浅間産きの
こフェアを開催しました。ＪＡとぴあ浜松とは平成１７年から
ＪＡ間取引を始め、きのこフェアは平成３１年から開催。特設
売り場でエノキタケやブナシメジ、ナメコを販売したほか、き
のこ汁を振る舞いました。来店客は「毎年楽しみにしている。
佐久浅間産のきのこはとてもおいしいので、今夜はきのこ汁を
つくりたい」と話しました。

熱心に話を聞く参加者

種もみ１７トンを消毒
温湯消毒

温度や時間に注意を払う温湯消毒

　当ＪＡさく水稲育苗センターでは、２月下旬から３月下旬にかけ
て種もみ温湯消毒を行いました。管内の生産者から注文を受けた
「コシヒカリ」「あきたこまち」などの種もみ約１７トンを処理。
温湯消毒は熱により種子伝染病害を防除する方法。農薬を使った消
毒に近い効果が得られ、廃液処理対策などの効果が期待されていま
す。担当者は「温湯消毒作業は安全、安心、環境に配慮した取り組
みで今後も継続していきたい」と話しました。

農産物で応援

組合長賞に三石敏郎さん

佐久長聖高校女子サッカー部

フォトコンテスト表彰式

　当ＪＡは、発足８年で第３３回全国高等学校女子サッ
カー選手権大会に初出場し、ベスト８の成績を収めた佐久
長聖高校女子サッカー部に、地元農産物やＪＡ加工品を贈
りました。２月２０日、軽井沢町の風越公園サッカーグラ
ンド場でさくさく米や望月高原ヨーグルト、信州蓼科牛を
贈呈。大島駿監督は「地元の農産物をおいしく食べて力に
変え、活躍することで恩返しをしたい」と話しました。

　当ＪＡは２月１３日、第２５回フォトコンテストの表彰
式を本所で開き受賞者ら２１人が出席しました。「魅力あ
る佐久浅間の自然・農業・暮らし」をテーマに２０点を選
び、最高位の組合長賞は佐久市の三石敏郎さんが受賞しま
した。三石さんは「コンテストで受賞するには出会いと工
夫、運の３つが関係する。運を引き寄せるために、撮る工
夫と努力の積み重ねが審査員に伝わった」と喜びを語りま
した。

課題の改善策を提案
中核人材研修
　当ＪＡは２月１９日、本所で中核人材育成研修の修了レポー
ト報告会を開き、常勤役員や室部長ら３６人が出席しました。
受講した１０人の職員が「マーケティング的発想を活用し、組
織の課題解決に向けた提案」をテーマにレポートを発表。最優
秀賞には「ネットバンク利用者を増やした業務の効率化」につ
いて提案した御代田支所金融共済課（当時）の内堀奈都季さん
が選ばれました。髙栁組合長は「未来を描いたレベルの高い提
案ばかりで甲乙つけ難かった。すぐにでも取り組み実現してほ
しい」と話しました。 最優秀賞を受賞した内堀さん（左）

農産物を受け取ったサッカー部員ら

あいさつする三石さん

ウェブメディア活用の部で優秀賞
ＪＡ広報大賞
　ＪＡ全中が主催する令和６年度（第３８回）広報活動優良Ｊ
Ａ選定−ＪＡ広報大賞で当ＪＡはウェブメディア活用の部で優
秀賞を受賞しました。ＪＡの広報活動から優れた事例を表彰す
ることでＪＡの広報活動強化につなげることを目的に毎年開催
しているもの。当ＪＡのホームページが「親しみやすいデザイ
ンで求めている情報にアクセスしやすく、お手本のようなレイ
アウト」などと評価されました。２月２６日、東京都で開かれ
た表彰式でＪＡ全中の山野徹会長から髙栁組合長に記念盾が手
渡されました。山野会長（右）から盾を受け取る髙栁組合長



笑
え み

味ちゃんの
エーコープマーク品
活用術

エーコープマーク品は
「安全で健康を守る」を
コンセプトに利用者の意
見を反映し、ＪＡの特色
を生かしたプライベートブランドです。

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ
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●作り方
①ボウルにたまごを溶きほぐし、水とむしパンミッ
クス加えよくこねます。

② 1㎝位の厚みに伸ばし幅 1.5 ㎝、長さ 10㎝程度
に切り分ける。

③ 170℃の油で揚げる。
※ジャムやチョコレートなどをつけてもおいしい。

かりんとドーナッツ
香ばしい

甘酒まんじゅう
米こうじ甘酒を使って !!

●材料（５個分）
・エーコープむしパンミックス………１００ｇ
・エーコープ米こうじ甘酒………………３５g
・こしあん………………………………１００g

●作り方
①エーコープむしパンミックスにエーコープ米こうじ
甘酒を加え、そぼろ状になるように混ぜ合わせる。

②粉っぽさがなくなってきたら、ひとつにまとめて良
くこねる。５等分に分け、さらによくこねておく。

③あんを５等分に分ける。
④生地を円盤状に伸ばしあんを包み、中火で１５分蒸
す。

※まんじゅうの頭が割れる場合は、生地を良くこね
て、火加減を少し弱めて蒸す。

●材料（10〜 20本分）
・エーコープむしパンミックス………２００ｇ
・たまご（Ｍサイズ）…………………1個
・水（または牛乳）……………………大さじ2/3

むしパンミックスは、
蒸す・焼く・揚げるなど
様々な調理に活用できま
す。

エーコープむしパンミックス
自社で製粉した挽き立ての国産小
麦を使用。保水力が高いので時間
をおいてもしっとり感が続きます。
ベーキングパウダーが配合されて
いるので、水を加えるだけで手軽
にむしパンやホットケーキなどが
つくれます。

エーコープマーク品は、ＪＡファーム佐久店で
お買い求めいただけます。

■商品に関するお問い合わせ
　ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300

スマイル
ＪＡ女 性 会

新役員紹介

おならバスのたーむくん 宮沢賢治

　おならバスのたーむくん
は、歌を歌いながら、おきゃ
くさんをのせて、ルンルン
走ってて、楽しそうだった。
バスのなかまたちが楽しくみ
んなでなかよく歌いながら、
おしりをふってる場面がすき
です。
　おいもをねんりょうにして、おならをふきだしな
がらぐんぐん坂道をのぼっていくたーむくんがたく
ましくてよかった！！

　農協に勤めていた頃、机
のゴム板の下に宮沢賢治の
「雨ニモマケズ」を置き、
農村に住み、協同組合で働
く己

おのれ

の指針にしてきた。　
退職後に書いた本の一冊目
に「雨ニモマケズ」と「風の又三郎」の一節を借用し
た。二年前の六冊目は名作「銀河鉄道の夜」をすっか
り借りて、題名を「銀河鉄道の夢」にした。
　異常気候や戦乱が続き、世界の食料不足が深刻なな
か、日本は四割足らずの自給率のままでいいのか。
「寒さの夏をオロオロ歩く」賢治の心境を辿りつつ、
「校本宮沢賢治全集」を折々開いてみる。

佐久市田口
小林 音和さん（9歳）

佐久市布施
飯島 勝彦さん（86歳）

「感動した一冊」

■女性会に参加したい、詳しく内容を知りたい方は
　企画総務部総務組合員課
　TEL 0267ー68ー1112・業務携帯 070ー4808ー7931まで

　お詫びと訂正　3 月号に掲載した氏名に誤りがありました。
　○誤 「土屋信吾さん」 → ○正 「土屋信悟さん」　訂正しお詫びいたします。

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

女性会ではイベント用ジャンパーを作成しました
役　職

令和７・８年度　本会運営委員の紹介　（敬称略）
氏　名 支　部

会長

副会長

運営委員

井出千恵子
小林典子
島﨑規子
依田彰子
栁澤とし子
花岡佐喜子
井出真理子
黒沢久枝
大塚いち子
平川恵子
山本みさ子
俣平釉季
高見澤みどり
田中さち美
亀谷佳奈

軽井沢
浅間
八千穂
北御牧
東
中込
野沢
臼田
さくまち
小諸
御代田
望月
浅科
立科
フレミズ部会

■げんき塾 受講者募集
テーマ「いつまでも生きいき若々しく」
募集人員　男女問わず 50 名
第　１　回　4 月 25 日㈮　開講式・健康寿命、新茶の話
時　　間　午前 10 時～ 12 時
受　講　料　年間 5,000 円（材料費等別途）
　　　　　※ ご本人が組合員（正 ･ 准）の方は 4,000 円
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特
徴

　

生
育
適
温
は
18
～
28
℃
で
、
自
然
環

境
下
で
栽
培
し
や
す
い
の
は
春
か
ら
夏

に
か
け
て
で
す
。
冷
涼
な
気
候
を
好
み

ま
す
が
、
低
温
に
弱
い
た
め
、
10
～

12
℃
以
下
で
は
生
育
し
ま
せ
ん
。
発
芽

か
ら
収
穫
ま
で
は
お
よ
そ
60
日
で
、
果

菜
類
の
中
で
も
期
間
が
短
い
の
が
特
徴

で
す
。
さ
ら
に
、
開
花
か
ら
７
日
程
度

が
収
穫
時
期
の
た
め
、
適
期
を
逃
さ
な

い
よ
う
に
収
穫
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

有
機
物
と
土
壌
水
分
が
十
分
で
あ
れ

ば
、
砂
壌
土
や
埴
壌
土
で
よ
く
生
育
し

ま
す
。
土
壌
酸
度
は
弱
酸
性
を
好
み
ま

す
。
根
は
あ
ま
り
深
く
ま
で
張
ら
ず
に

地
表
近
く
に
多
く
発
達
す
る
た
め
、
乾

燥
に
は
弱
い
野
菜
で
す
。
梅
雨
期
以
降

の
高
温
や
乾
燥
は
生
育
に
好
ま
し
く
な

い
た
め
、
こ
ま
め
な
灌
水
や
敷
き
ワ
ラ

等
を
施
し
て
管
理
し
ま
す
。

　

キ
ュ
ウ
リ
は
ト
マ
ト
ほ
ど
強
い
光
を

必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
光
が
不
足
す
る

と
収
量
や
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
葉
が

重
な
り
あ
っ
て
採
光
が
悪
く
な
る
場
合

が
多
い
の
で
、
こ
ま
め
な
摘
葉
作
業
が

必
要
で
す
。

苗
の
準
備

　

３
月
下
旬
に
育
苗
箱
へ
条
ま
き
し
、

本
葉
が
開
き
始
め
た
頃
に
ポ
ッ
ト
へ
移

植
す
る
か
、
３
号
ポ
ッ
ト
に
３
粒
ま
き

し
て
本
葉
１
枚
頃
に
１
本
に
し
ま
す

（
早
い
作
型
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
の
保
温
で
き
る
施
設
が
必
要
）
。

　

苗
が
大
き
く
な
っ
て
互
い
の
鉢
の
葉

が
重
な
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ら
、
鉢

の
間
隔
を
広
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
葉
に
光

が
十
分
に
当
た
る
よ
う
に
し
、
本
葉
３

～
４
枚
で
定
植
し
ま
す
。

　

育
苗
で
き
な
い
場
合
は
、
購
入
苗
を

利
用
し
ま
す
。
土
壌
病
害
が
心
配
さ
れ

る
圃
場
で
は
、
抵
抗
性
台
木
に
接
木
さ

れ
た
苗
を
利
用
す
る
こ
と
で
生
育
が
安

定
し
ま
す
。

畑
の
準
備

　

連
作
障
害
が
発
生
す
る
た
め
、
２
～

３
年
の
輪
作
と
な
る
場
所
で
栽
培
し
ま

す
。
野
菜
の
中
で
最
も
酸
素
を
必
要
と

し
（
根
が
浅
く
湿
害
に
弱
い
）
、
乾
燥

に
も
弱
い
こ
と
か
ら
堆
肥
を
多
く
入
れ

て
土
づ
く
り
を
徹
底
し
ま
す
。
好
適
土

壌
酸
性
度
は
㏗
６
～
6.5
な
の
で
、
土
壌

検
査
を
行
っ
て
㏗
を
整
え
ま
す
。

　

定
植
10
日
前
く
ら
い
ま
で
に
１
㎡
当

た
り
堆
肥
３
㎏
、
化
成
肥
料
１
０
０
ｇ

を
施
し
て
深
耕
し
ま
す
。
根
は
広
く
張

る
た
め
、
元
肥
は
全
面
施
肥
し
ま
す
。

　

畝
は
栽
培
形
態
（
１
条
、
２
条
）
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
植
床
幅
90
～

１
２
０
㎝
、
条
間
80
～
１
０
０
㎝
で
、

形
態
に
応
じ
て
圃
場
に
余
裕
が
あ
れ
ば

管
理
作
業
が
し
や
す
い
よ
う
に
条
間
を

広
く
取
り
ま
す
。

定
植

　

植
え
付
け
間
隔
は
、
株
間
50
～
90

㎝
、
本
葉
３
～
４
枚
頃
、
深
植
え
に
な

ら
な
い
よ
う
に
鉢
土
の
縁
が
少
し
見
え

る
く
ら
い
に
植
え
ま
す
。
接
木
苗
は
接

木
部
が
土
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
す
（
自
根
発
生
防
止
）
。

　

植
え
穴
の
周
り
に
土
を
入
れ
、
風
で

振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
に
仮
支
柱
を
立

て
ま
す
。
春
植
え
は
、
肥
料
袋
を
利
用

し
た
ア
ン
ド
ン
で
防
風
と
保
温
対
策
を

施
し
ま
す
。

誘
引
・
整
枝

　

親
づ
る
の
み
の
１
本
仕
立
て
か
、
５

～
８
節
く
ら
い
か
ら
出
た
子
づ
る
を
含

め
た
２
～
３
本
仕
立
て
に
し
ま
す
。

①
親
づ
る
の
５
節
く
ら
い
ま
で
の
側
枝

（
子
づ
る
）
は
摘
み
取
っ
て
整
理
し
、

通
風
を
良
く
し
ま
す
。

②
つ
る
の
長
さ
が
30
㎝
く
ら
い
に
な
っ

た
ら
支
柱
や
ネ
ッ
ト
に
誘
引
し
、
そ

の
後
は
先
端
が
垂
れ
下
が
ら
な
い
う

ち
に
誘
引
し
ま
す
。

③
子
づ
る
は
放
任
す
る
と
混
み
合
っ
て

通
風
や
受
光
が
悪
く
な
り
、
病
気
の

多
発
や
良
品
が
取
れ
な
く
な
る
の
で

整
枝
し
ま
す
。

④
そ
の
後
の
子
づ
る
・
孫
づ
る
の
葉
は
、

着
果
し
た
ら
１
～
２
枚
残
し
て
摘
芯

し
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
。

⑤
果
実
は
親
づ
る
に
も
つ
き
ま
す
が
、

現
在
の
品
種
群
の
大
部
分
は
子
づ

る
・
孫
づ
る
を
中
心
に
着
果
す
る
た

め
、
収
量
を
多
く
す
る
に
は
た
く
さ

ん
の
側
枝
を
出
さ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

⑥
初
期
の
草
勢
が
弱
け
れ
ば
、
10
節
く

ら
い
ま
で
の
雌
花
を
除
去
し
ま
す
。

一
度
に
多
く
の
摘
芯
を
せ
ず
、
常
に

強
い
生
長
点
を
２
～
３
本
残
す
よ
う

に
し
ま
す
。

⑦
支
柱
の
上
ま
で
親
づ
る
が
伸
び
た
ら

芯
を
止
め
、
養
分
を
子
や
孫
づ
る
に

回
す
よ
う
に
し
ま
す
。

灌
水
・
追
肥

①
乾
燥
と
肥
料
切
れ
の
影
響
を
受
け
る

と
収
量
が
少
な
く
な
り
、
曲
が
り
果

等
の
乱
形
果
が
多
く
な
り
ま
す
。
定

植
後
20
日
く
ら
い
か
ら
１
㎡
当
た
り

化
成
肥
料
20
～
30
ｇ
の
追
肥
を
始

め
、
以
降
15
日
お
き
く
ら
い
に
行
い

ま
す
（
収
穫
期
は
特
に
肥
切
れ
を
防

ぐ
た
め
、
定
期
的
に
「
追
肥
の
日
」

を
設
定
す
る
と
よ
い
）
。
梅
雨
入
り

前
に
敷
き
ワ
ラ
を
施
し
て
泥
の
跳
ね

上
が
り
や
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す
。

②
根
が
酸
素
を
多
く
要
求
し
て
浅
く
張

る
た
め
、
灌
水
は
一
度
に
多
く
せ
ず

に
何
回
か
に
分
け
て
行
い
、
安
定
し

た
水
分
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
す
。

③
葉
が
混
ん
で
き
た
ら
黄
ば
ん
だ
葉
や

陰
に
な
っ
て
い
る
葉
を
整
理
し
、
通

風
と
日
当
た
り
を
良
く
し
ま
す
。
葉

は
展
開
後
10
日
く
ら
い
で
同
化
量
が

最
大
に
な
り
、
そ
の
後
35
日
く
ら
い

で
減
少
す
る
た
め
、
主
枝
の
展
開
葉

が
20
枚
以
上
に
な
っ
た
ら
下
位
節
の

老
化
葉
か
ら
少
し
ず
つ
摘
み
ま
す
。

収
穫

　

や
や
小
ぶ
り
の
果
実
の
方
が
味
が
良

い
た
め
、
早
め
の
収
穫
を
目
指
し
ま

す
。
収
穫
初
め
の
頃
は
特
に
小
ぶ
り
の

う
ち
に
収
穫
し
ま
す
。
大
き
く
な
り
過

ぎ
る
と
株
の
消
耗
に
つ
な
が
り
ま
す
。

最
初
の
果
実
の
肥
大
が
始
ま
っ
た
ら

ポ
ッ
ト
へ
次
の
作
型
の
種
を
ま
き
、
本

葉
２
～
３
枚
頃
に
植
え
ま
す
。

主
な
病
害
虫

●
ウ
ド
ン
コ
病
・
斑
点
細
菌
病
・
ベ
ト

病
等
が
発
生
し
ま
す
。
発
病
前
か
ら
の

定
期
的
な
予
防
散
布
を
し
、
発
病
葉
は

取
り
除
き
ま
す
。

●
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
等
の
害

虫
が
寄
生
す
る
の
で
、
殺
虫
剤
を
定
期

的
に
散
布
し
ま
す
。

※
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
登
録
内
容

（
適
用
作
物
、
使
用
量
と
希
釈
倍
率
、

使
用
時
期
、
総
使
用
回
数
等
）
を
確

認
し
、
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

キュウリ
原産地はインド北西のヒマラヤ山麓地帯。日本には１０世紀以前に中
国から渡来しましたが、各地に普及し始めたのは江戸末期から明治初
期といわれています。
トマトやナスとともに代表的な夏の野菜ですが、今日では品種改良と
施設栽培の発達などによって一年中栽培されています。

４月3月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

種まき早春

春まき

夏まき

定植 収獲

ビニールトンネル

発芽するまでは密閉し、発芽したら換気
して 30℃以上にしないようにする

3 号のポリポット
に種を 3 粒まく

➡

根鉢を崩さない
ようポットから
丁寧に抜き取っ
て植え付ける

株の周りに十分
灌水する

60cm

子づるは本葉 2 枚を残して
その先で摘心する

摘心

摘心

親づる

子づる

子づる

摘心
摘心

摘心

親づる

かき取る

お
す
す
め
商
品

■
商
品
の
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
資
材
店
舗
へ

15 ㎏　980円（税込）

【
特
長
】

●
も
ち
づ
き
有
機
堆
肥
が
ぎ
ゅ
〜
っ
と
凝
縮
し

て
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
と
な
り
ま
し
た
。
野
菜
に

は
も
ち
ろ
ん
水
稲
・
果
樹
・
花
き
な
ど
す
べ

て
の
作
物
に
使
用
で
き
ま
す
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

　

●
環
境
に
や
さ
し
い　

●
散
布
量
が
バ
ラ
堆
肥

の
半
分
で
Ｏ
Ｋ　

●
臭
わ
な
い　

　

●
撒
き
や
す
い　

●
土
壌
改
良
効
果
が
あ
る

『野菜の土づくり』
にはＪ

Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品

【
特
長
】

●
作
業
現
場
や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
応
じ
た
最
適
な
素
材
と
特
殊
滑
り
止

め
加
工
や
最
適
な
ホ
ー
ル
ド
感
を
実
現
す
る
3D
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
最

高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
出
し
ま
す
。

●
高
い
滑
り
止
め
効
果
の
あ
る
天
然
ゴ
ム
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
。

PUMA
ワーキング
グローブ

S・M・L・XL
店頭価格　398円（税込）

もちづき
有機ペレット
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

今
日
も
ま
た
春
を
訪
ね
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

山
ひ
こ
（
佐
久
穂
町
）

涙る
い
か
つ活
に
タ
マ
ネ
ギ
料
理
心
地
よ
く

Ｔ
子
（
佐
久
市
）

蕗
の
薹
小
枝
の
も
と
で
光
あ
び

し
ろ
く
ま
ち
ゃ
ん
（
佐
久
穂
町
）

土
埃
肥
料
を
撒
き
て
春
と
な
る

花
木
槿
（
佐
久
市
）

春
炬
燵
電
気
の
強
さ
弱
に
し
て

Ｆ
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

菠
薐
草
紅
さ
ば
し
る
や
朝
餉
皿

竹
（
東
御
市
）

今
年
初
詣
と
旅
が
重
な
り
て

仏
の
雅
（
佐
久
市
）

憩
い
の
家
一
足
巾
の
雪
を
か
き

綾
（
小
諸
市
）

農
ハ
ウ
ス
一
寸
菫
肩
寄
せ
る

す
ぐ
り
（
東
御
市
）

梅
の
花
待
ち
遠
し
い
が
霜
心
配ひ

で
り
ん
（
小
諸
市
）

冬
枯
れ
の 

芒
に
積
る 

白
雪
に

北
風
荒
び 

寒
き
日
に
暮

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

四
ツ
割
を 

ハ
モ
ニ
カ
紛
い
に 

甘
夏
の

旨
き
余
韻
こ
し 

入
歯
抜
け
落
つ

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

雪
間
よ
り 

小
さ
き
蕾 

の
ぞ
か
せ
て

懸
命
に
咲
い
た 

福
寿
草
ら
よ

Ｈ
・
Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

去
年
の
網
そ
の
ま
ま
な
れ
ど
春
の
雪

か
か
り
て
レ
ー
ス
編
み
の
ご
と

祥
枝
（
小
諸
市
）

冬
越
し
の
ほ
う
れ
ん
草
。
甘
く
て

と
て
も
美
味
し
い
。
そ
ろ
そ
ろ

採
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
大
雪
の

た
め
に
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
っ
て
し
ま

い
、
も
う
少
し
の
間
「
オ
ア
ズ
ケ
」
。

春
は
直
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

麦
わ
ら
帽
子
（
軽
井
沢
町
）

野
菜
の
種
を
ま
い
て
育
て
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
に
も
待
ち
遠
し
い

の
は
、
気
温
が
低
い
せ
い
。
種
に
は

種
の
、
都
合
が
あ
る
ん
で
す
ね
。 

く
も
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

お
米
の
話
題
が
出
る
度
に
複
雑
・

・
・
。
在
京
の
親
戚
や
娘
に
も
送

っ
て
も
よ
い
の
だ
け
ど
・
・
・
。
マ
リ
ー

・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
「
パ

ン
が
な
け
れ
ば
ケ
ー
キ
を
食
べ
れ
ば

い
い
の
よ
」
と
は
言
え
な
い
け
れ
ど

・
・
・
煽
り
す
ぎ
の
気
も
し
ま
す
？

ネ
コ
サ
ル
ペ
ン
ギ
ン
（
佐
久
市
）

長
瀞
の
舟
下
り
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
天
気
も
良
く
時
折
、
水
し

ぶ
き
が
当
た
っ
た
け
れ
ど
爽
快
で
し

た
。

け
ん
ち
ゃ
ん
（
立
科
町
）

昨
年
次
男
夫
婦
に
、
男
の
子
の
双

子
が
う
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
は

初
節
句
で
５
月
人
形
を
買
い
に
神
奈

川
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な

で
納
得
し
た
も
の
を
買
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
生
の
お
守
り
。
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
ほ
し
い
で
す
。

も
も
（
立
科
町
）

暖
か
く
な
り
芽
吹
き
が
楽
し
み
で

す
が
、
同
時
に
雑
草
の
芽
も
土

の
中
で
き
っ
と
う
ず
う
ず
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
今
年
も
雑
草
と
の
戦
い

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
の

事
で
す
が
、
進
歩
し
ま
せ
ん
。
毎
年
作

戦
を
ね
っ
て
も
天
気
な
ど
気
候
が
違
う

の
で
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん

ね
。

の
ん
の
ん
（
立
科
町
）

寒
か
っ
た
冬
も
だ
ん
だ
ん
と
暖
か

く
な
る
に
つ
れ
、
な
ん
と
な
く

や
る
気
が
出
て
き
た
こ
の
頃
。
山
菜

の
苦
味
な
ど
の
お
い
し
い
季
節
。
春

の
食
材
を
使
っ
て
料
理
を
つ
く
る
の

が
楽
し
み
の
こ
の
頃
で
す
。

ア
ッ
コ
（
佐
久
市
）

朝（佐久市）

Ｋ . ばあば（御代田町）

ピー子ちゃんのママ
（佐久市）

サザエ（佐久市）

プルーン（御代田町）きなこ（佐久市）

今
年
は
花
粉
が
多
い
で
す
ね
ー
。

２
月
中
旬
ぐ
ら
い
か
ら
鼻
が

反
応
し
は
じ
め
、
３
月
に
な
っ
た
ら

目
が
か
ゆ
ー
い
!!
職
場
で
も
多
く
の

人
が
同
じ
事
を
言
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
で
つ
ら
い
時
期
を
乗
り
越
え
ま

し
ょ
う
！

と
ま
ぴ
ょ
ん
（
佐
久
市
）

鉢
植
え
で
レ
モ
ン
の
木
を
育
て
て

い
ま
す
。 

毎
年
一
つ
、
二
つ

し
か
実
が
な
ら
な
か
っ
た
の
が
、
今

年
は
十
八
個
も
蕾
が
成
り
ま
し
た
！

し
か
し
、
先
日
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に

移
し
た
と
こ
ろ
凍
み
て
し
ま
っ
た
の

か
、
実
が
黒
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
・
・
・
。
こ
れ
は
全
滅
で
し
ょ
う

か
・
・
・
。
レ
モ
ン
の
ケ
ー
キ
を
つ

く
り
た
か
っ
た
の
で
残
念
で
す
。

ま
っ
ち
ゃ
ん
（
小
諸
市
）

冬
か
こ
っ
て
あ
っ
た
リ
ン
ゴ
が
い

よ
い
よ
終
わ
り
で
す
。
今
年
も

お
い
し
く
き
れ
い
に
頂
き
ま
し
た
。

最
後
２
個
で
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
に
し
ま

し
た
。
埼
玉
に
い
る
息
子
達
に
野
菜

と
一
緒
に
送
り
ま
し
た
。

芹
ち
ゃ
ん
ば
あ
ば
（
小
諸
市
）

シ
イ
タ
ケ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ピ
ー
マ

ン
な
ど
を
切
り
抜
い
て
貼
り
合

わ
せ
自
分
だ
け
の
ノ
ー
ト
を
つ
く
り

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
絵
を

使
っ
て
の
こ
と
で
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー

は
捨
て
な
い
で
残
し
て
お
い
て
ね
と

６
才
の
孫
、
こ
ん
な
利
用
法
も
あ
る

の
で
す
ね
。
私
は
調
理
の
参
考
に
利

用
し
ま
す
。

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

今
日
は
暖
か
い
な
ぁ
と
思
う
と
畑

か
ら
湯
気
が
立
ち
上
り
、
畑
の

中
で
作
業
す
る
人
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
見
か
け
ま
し
た
。
啓
蟄
だ
！

ホ
シ
ガ
ラ
ス
（
佐
久
市
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『イースター』
でした。

◇◆ヨコのカギ◆◇
①端午の節句に○○○人形を飾った
②鉛筆にもリンゴにもあるもの
③ 2018 年ごろに大流行した○○○○ミルクティー
④漢字などの読み方を示す小さな文字
⑤小学校で一番授業が多い科目
⑧福島県の○○○は浜通りと呼ばれます
⑩カァカァと鳴きます
⑫スロバキアと分離してできた国。首都はプラハ
⑬フラダンサーの腰で揺れるもの
⑭初夏でも強く照りつけることがあります
⑯漢字では雲雀、日晴鳥などと書く鳥
⑱三毛、トラ、サバといえば
⑳ギュッと押すと気持ちいい
◇◆タテのカギ◆◇
①ひげそり前に顔に押し当てる人もいます
⑥その泉は○○○的な空気に包まれていた
⑦日本には謙譲の○○○の精神があります
⑨周囲より小高くなっている土地のこと
⑪大きなビルが○○のタケノコのごとく増えてきた
⑫ひじをグッと曲げて出します
⑭雑穀の一つ。アワやキビと並んで知られています
⑮ちらしやにぎりがあります
⑰大勢の人が床のあちこちで眠ること
⑲結んでお吸い物に入れることもある葉野菜
� 5 月の空を泳ぎます

応募総数 88 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③10、11ページ
　「遊ＹＯＵポスト」
　の感想
④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●記載された個人情報は、広報誌の編集およびプレ
ゼント発送等を目的とし、それ以外には一切利用い
たしません。
●１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

85

こちらの
QRコード
からも応募
できます

●締切4月25日㈮（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 3 名の方に
  「望月高原ヨーグルト
（ファミリーセット）」
　を差し上げます。

子
供
が
大
学
に
進
学
し
ま
す
。 

4

月
か
ら
大
人
だ
け
の
生
活
に
な

る
の
で
、
何
か
趣
味
で
も
見
つ
け
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ー
（
御
代
田
町
）

春
の
楽
し
み
が
庭
で
咲
く
ヒ
ヤ
シ

ン
ス
で
す
。
な
ん
と
も
言
え
な

い
な
ぁ
。
甘
い
優
し
い
香
り
が
私
の

春
の
に
お
い
で
す
。

エ
リ
（
佐
久
市
）

「遊Ｙｏｕポスト」最多掲載者
　令和６年４月から令和７年３月号で、
イラストや絵手紙、私の一句・一首に
最も多く掲載させていただいた方に粗
品を贈呈いたします。
●イラスト・絵手紙
　ピー子ちゃんのママ（佐久市）、
　朝（佐久市）、Ｋ・ばあば（御代田町）
●私の一句・一首
　デブジ（佐久市）、爾楽庵（佐久市）
　Ｈ・Ｓ（佐久穂町）、花木槿（佐久市）
今後も大勢の皆さんのお便りをお待ちして
おります！
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監事会　3 月 26 日 / 報告事項
①子会社監査役からの諸報告について
②常勤監事からの報告について
③令和６年度内部監査年間業務報告について
④令和６年度内部監査品質評価結果について
⑤２月内部監査実施状況報告について

理事会　3 月 26 日開催
決議事項
第 1 号議案　第 26 回通常総代会提出議案について
第２号議案　自己改革工程表について
第３号議案　職制の読み替えに関する規程の制定に

ついて
第４号議案　施設更新積立金規程の改正について
第５号議案　立科有線放送施設更新準備積立金規程

の改正について
第６号議案　固定資産取得について
第７号議案　目的積立金の取崩しについて
第８号議案　不良債権処理方針について
主な報告事項
①決算状況について
②資産自己査定結果について
③子会社事業報告について
④総代懇談会開催について
⑤第２回支所（店）運営委員会開催結果について
⑥コンプライアンス・プログラム取組状況について

⑦コンプライアンス関連事案の対応状況について
⑧反社会的勢力等との取引排除および疑わしい取引

の防止に係る対応状況について
⑨第４四半期余裕金運用状況について
⑩有価証券の購入について
⑪大口信用供与先の概況について
⑫不良債権の売却について
⑬第４四半期購買未収金対策委員会について
⑭令和６年度ＪＡ佐久浅間燃料生産資材高騰対策 

総括について
⑮決算監事監査実施について
⑯内部監査実施状況について

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（5月）
　10日㈯　佐久穂支所　 13日㈫　佐久野沢支所
　20日㈫　立科支所　　 27日㈫　浅科店
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　5月20日㈫ 　午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　5月13日㈫  　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

土壌消毒機を導入
ＪＡ共済「地域・農業活性化促進事業」
当ＪＡでは、トルコギキョウ栽培で土壌病害の発生に
よる生育不良や出荷ロスを減らすため「土壌消毒機」
を購入しました。Ｊ
Ａ共済の「地域・農
業活性化推進事業」
を活用したもので、
スマート農業を推進
し花き栽培を維持・
拡大していきます。
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道の駅ヘルシーテラス佐久南
イベントのお知らせ

ゴールデンウィークフェスティバル・佐久バルーン
フェスティバル 2025 の協賛イベントを開催します

●開催期間：5月3日㈯ ～5月6日㈫
●時　　間：午前9時～午後6時
※詳細についてはホームページまたはFacebookへ

■お問い合わせ　道の駅ヘルシーテラス佐久南
　　　　　　　　TEL 0267 ー 78 ー 3383

軽井沢事務所資材店　移転のご案内
●移転日：令和７年４月２４日㈭
●移転先：軽井沢事務所野菜集出荷所（予冷庫）内事務所

●住　所：軽井沢町大字長倉９５７−１
●T E L ：0267−45−5068　FAX：0267−45−5706
※Ｔ EＬとＦＡＸは移転前と同じ番号です。
●端末等の移設に伴い、４月２３日㈬は臨時休業と
　なりますので、予めご了承ください。

資材店営業時間変更のお知らせ

ライスセンターの受託者を募集します
ライスセンターの業務委託先（受託者）を募集します
●下原ライスセンター　　(佐久市甲1948ー4）
●三岡ライスセンター　　(小諸市大字耳取930ー1）
●佐久うすだ支所利用部　(佐久市臼田620ー1）
※締め切り　令和7年5月末
　（希望者多数の場合は選考会議を開催します）
■お問い合わせ
　営農経済部　米穀畜産課　TEL 0267ー68-1117

4月から営業時間が下記の通り変更になります
●ＪＡファーム佐久店　TEL 0267ー66ー3300
　営業時間　午前8時30分～午後6時30分
　4月から10月まで全日営業いたします
●アグリファームさくほ　TEL 0267ー86ー4683
　営業時間　午前8時30分～午後6時
　4月から6月まで全日営業いたします

「みどりのひろば軽井沢」がオープン
皆さまのお越しをお待ちしています
4月19日㈯ オープン
オープニングイベント
・管内産アルストロメリアプレゼント※お１人様１本
・女性会母の味「いちご大福」「五目おこわ」の販売
●営業時間　午前9時～午後3時
●定　休　日　毎週水曜日（ＧＷは営業いたします）
店舗スタッフ募集
●主な業務内容　レジ、商品の袋詰め、陳列など
　詳細は店舗に直接お問い合わせください。
■お問い合わせ　みどりのひろば軽井沢
　　　　　　　　TEL 0267ー45ー5086



■ご注文・お問い合わせは、お近くのＪＡ営農センター、資材店舗へ ※さくっとカートはパソコンやスマホで注文できるサービスです。
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■ご注文・お問い合わせは、お近くのＪＡ営農センター、資材店舗へ
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わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

収
穫
量
を
増
や
し
た
い

収
穫
量
を
増
や
し
た
い

東
御
市
八
重
原
の
関
益
巳
さ
ん
は
、
水
稲
栽
培
の
ほ
か
平
成

26
年
か
ら
大
豆
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

両
親
は
水
稲
栽
培
と
養
蚕
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
長
男

が
跡
を
継
ぐ
も
の
だ
と
言
わ
れ
、
子
供
の
頃
か
ら
田
植
え
や

稲
刈
り
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
県
外

で
就
職
し
、
週
末
や
最
盛
期
な
ど
は
帰
省
し
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
。
父
が
体
調
を
崩
し
農
業
が
出
来
な
く
な
り
、
畑
を
荒

ら
し
た
く
な
い
事
と
地
元
の
豆
腐
屋
か
ら
大
豆
栽
培
の
誘
い

を
う
け
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
昨
年
は
１
ha
の
圃

場
で
１
２
０
０
㎏
出
荷
し
ま
し
た
。

関
さ
ん
は
「
種
ま
き
で
収
穫
量
が
決
ま
る
の
で
、
ま
く
時
期

が
重
要
。
食
害
防
止
対
策
や
病
害
虫
防
除
に
取
り
組
み
、
反

収
２
０
０
㎏
を
目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（72）

東
御
市
八
重
原
　
関 

益
巳
さ
ん

8 月撮影


